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今回は， 1987年3月以降新たに生息が確認されたり，目撃された種あるいは前報（久居， 1987）まで

に記録もれした種について報告する。また，稀種の目撃記録については，今後の変化を考慮し，動植物

目録（国立科学博物館附属自然教育園， 1984a）中で r：“稀”，または（r）：“古い記録はあるが，現在

未確認の種”と記しである種を全て対象とした。ただし鳥類については千羽晋示氏が別稿で詳述する予

定なので，ここでは簡単な記録のみにとどめる。

なお，学名および和名などは上述の目録に準拠した。また，日付は目撃あるいは捕獲した西暦年月日

を（日付のないものはふつうに見られることを示す），カツコ内は目撃者あるいは捕獲者名を示し，日付

のみの場合は筆者の記録によることを示す。なお，捕獲した動物は標本にして保存されている。

本報をまとめるにあたり，種々のご教示をいただき，また快く同定してくださった東洋大学教授の大

野正男氏，鳥類などの貴重な記録を提供してくださった日本野鳥の会の守田洋氏をはじめ，日ごろより

情報を提供していただいた方々に感謝の意を表する次第である。

1 . 追録

Arthropoda 節足動物門

Arachnida 鎌形綱

Cyclosa argenteoalba Bos. et Str. ギンメツキゴミグモ（真正クモ目 コガネグモ科） 1988.7.22 

食草園（図 1参照）のカラタチに網を張っていた個体を捕獲。ほぽ日本全土に分布する，雌の体長が

6～7 mmの小さなクモである。

$ 国立科学博物館附属自然教育園， Institutefor Nature Study, National Science Museum 
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図 1. 自然教育園概略図

Philodromus auricomus L. Koch キンイロエビグモ（ハラジロ型）（真正クモ目 エビグモ科）

1988.6.7 （図 2)

本種も食草園で捕獲した。分布はほぼ日本全土。本種を含むエビグモ属は従来カニグモ属などととも

にカニグモ科として扱われており，動植物目録でもカニグモ科に入れてある。しかし，最近ではシャコ

グモ属・ヤドカリグモ属とともに分離され，エビグモ科として独立した科として扱われている（例えば，

八木沼， 1986）。

Crustacea 甲般綱

Palaemon (Palaemon）ρaucidens De Haan スジエビ（十脚目 テナガエピ科）

ひょうたん池 ・水生植物教材園 ・サンショウウオの沢など圏内の水系に広く分布している。体長は50

m くらいになる。

圏内での分布は北海道から九州・屋久島・種子島と広い。ふつう淡水性であるが，汽水にも生息する。

圏内に生息するエビ類としては，このほか Paraかacomρressa compressa De Haan ヌマエビとその



久居 自然教育園の動物目録の追録と稀種動物の目撃記録（2) -3-

近似亜種 P.compressa imρrovisa Kemp ヌカエビの 2種が考えられていた。しかし，三宅 (1982）に

よれば，ヌマエピは南方系で，圏内では新潟県（日本海側）と愛知県（太平洋側）以南に分布するとい

う。したがって，本薗にはヌマエピが分布しないことになる。 1989.1. 24にひょうたん池より20個体エビ

を捕獲し調べたところ，全てスジエピであったが，ヌカエピは北方系で村上（新潟県）と河和（知多半

島）を結ぶ線以東と以北の本州に生息するという（久保，1973）から，ヌカエピの分布は可能性がある。

Insecta 昆虫綱

Phaneroptera nigro antennata Brunner アシグロツユムシ（直麹目 キリギリス科） 1988. 9 . 9 

自然観察会「鳴く虫jの下調査のおり，サンショウウオの沢の木道で目撃。圏内には同属の P.falcata 

Poda ツユムシや Ducetiajaponica Thunberg セスジツユムシが生息するが，この 2種ほどは個体数

は多くない。

北海道・本州・四固などに分布し，関西以西では年2化で， 6～7月と 8～11月に成虫が出現する。

Melanitisρhedima Cramer クロコノマチョウ（鱗麹目 ジャノメチョウ科） 1987.10.1 （矢野亮氏）

正門付近で捕獲された。本種はこのほか，正門からインセクタリウムに通じる道で数回目撃されてお

り，食餌植物のススキ・アプラススキ・ヨシ・チヂミザサなどが豊富に生育していることから，圏内で

も繁殖している可能性がある。

本種はインド ・スリランカ ・インドシナ ・台湾などに生息し，日本が分布の北限になっている。本種

は圏内でもさらに分布の拡大が進行しており，採集記録の北限は山形県上山市である（福田他，1984b）。

東京では1983年に五日市町で婦が確認され，町田市や板橋区でも成虫が記録され， 1986年には世田谷区

でも新鮮な個体が記録されている（福田， 1988）。

各地とも秋型成虫で越冬し，年2～3回発生する。

M. Leda Linn邑 ウスイロコノマチョウ（鱗麹目 ジャノメチョウ科） 1987. 8 . 27 （萩原信介氏）

武蔵野植物教材園で捕獲。

本種の分布域は広く ，西はアフリカ ・マダガスカルから，東はオーストラリア北部からさらにはサモ

ア・タヒチに至るという（福田他， 1984b）。圏内では南西諸島から北海道まで記録はあるが，定着して

いるのは南西諸島であり，九州から北の地域で観察されるのはいわゆる迷チョウと呼ばれる移動個体か，

それに由来する発生個体がほとんどであろうといわれている（福田他， 1984b）。

R加~phitropis gutt俳rSharp コモンヒメヒゲナガゾウムシ（鞘麹目 ヒゲナガゾウムシ科） 1987.6.28

（大野正男氏）

館跡付近で捕獲。体長3～4mmの黒ないし黒褐色の小型のゾウムシで，本州・九州、｜に分布している。

Vertebrata 脊椎動物門

Reptilia j健虫綱

Chη＇Semys scripta elegans Wied ミシシッピーアカミミガメ（カメ目 ヌマガメ科）

2～3年前より，ひょうたん池でイシガメとクサガメに混ざって，池内の倒木上でいわゆる甲羅干し

をしている個体が目撃されていた。最近では水生植物教材園にも本種が見られ，この数年間に入園者に

よって持ち込まれて放逐されたものであろう（図 3）。
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本種はアメリカ合衆国南部が原産であり，日本にはペットとして輸入されたものである。子ガメの背

甲は緑色で，現在ミドリガメと呼ばれる大部分は本穫であるという（原，1979）。これらのペットとして

飼育されていたものが，捨てられたり，逃げだしたりして各地で野生化している（千石，1979：中村，

1981）。

本種は1988年より圏内での繁殖が確認され，1988年 7月28日，食草園で産卵中の背甲長20cmの雌が捕

獲された（図 4）。産卵数は16卵で，大きさは平均で長径3lmm，短径Zlmmの楕円形である。このほか，武

蔵野植物教材園の園路にも産卵しているのが守田洋氏によって観察され，ここには8卵が産卵されてい

た。

1988年 7月30日にも水生植物教材園で背甲長22cmの個体が捕獲されたが，これらのほか，水生植物教

材園に 2個体，ひょうたん池に 3個体の計5個体がまだ生息している。

本種が性成熟するのは雄が2～ 5才，腹甲長約lOcm，雌は3～ 8才，腹甲長15～20cmである（原，1974）。

本園に生息する個体はいす＊れも背甲長がlOcm以上も あり，今後も成長を続け，いずれは繁殖活動を行う

ものと考えられる。本種は背甲長が28cmとMauremysjaponica Temminck et Schlegel イシガメ（背

甲長18cm）や Chinemysreevesii Gray クサガメ（同25cm）よりも大きくなり，これらよりも寒さや水

質汚濁にも強く（原，1979；中村， 1981），また性格も荒いので，本種の繁殖が在来の 2種のカメに及ぽ

す影響が懸念される。

Aves 鳥綱

Porzana fusca erythrothorax T巴mmincket Schlegel ヒクイナ（ツル目 クイナ科） 1987.6.18 （千

羽晋示氏）

夜，ホタノレの個体数調査のおり，ひょうたん池の奥にいる本種を目撃。

Sphenurus sieboldii sieboldii Temminck アオノfト（ハト目 ハト科） 1987.10.3 （守田洋氏）

三叉路付近の木に止まっている個体を目撃。

Tauraco leucotis RUppell ホオジロエボシドリ（ホ トトギス目 エボシドリ科） 1987.10.21～1988. 

6月（守田洋氏）

イモリの池の東側のコナラ林で長期にわたって観察された。飼い鳥のかごぬけの可能性が大きい。

Born勿cillajaponica Siebold ヒレンジャク（スズメ目 レンジャク科） 1988.4.3 （坂本直樹氏）

武蔵野植物教材園で目撃。

Sitta europaea amurensis Swinhoe ゴジュウカラ（スズメ目 ゴジュウカラ手ヰ） 1987.10.11 （内田

俊夫氏）

森の小道で数日間滞在。

Pants venustulus Swinhoe キパラガラ（スズメ目 シジュウカラ科） 1988.7.1～（守田洋氏）

水生植物教材園付近で観察された。飼い鳥のかごぬけの可能性がある。

2. 稀種の目撃記録

(1) 昆虫類

Ceriagiion melanurum Selys キイトトンボ（婿蛤目 イトトンボ科） 1986.7.29 
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水生植物教材園のアサザを植栽しである付近で目撃。

本種は頼 (1978）によると，1974～1977年までの記録では普通（多）となっている。しかし，その後

は個体数が激減し，筆者は1987年以降は目撃していない。ただし，守田洋氏によると， 1987年に同所で

観察したという。 1988年は目撃記録が全くない。

本種は平地の挺水植物の多い池沼に生息し，青森県から屋久島まで，離島も含めて広く分布するが，

山梨県と伊豆諸島からの記録は現在のところないという（浜田 ・井上， 1985；石田他， 1988）。

C. nipponicum Asahina べニイ トト ンボ（鯖蛤目 イト トンボ科） 1986.8.5 

武蔵野植物教材園の人工池で2個体目撃。

本種も以前はふつうに観察されたイトトンボの一種であったと考えられるが，キイトトンボと同様最

近急激に発生が減少したトンボといえる。本国では，武蔵野植物教材園にある二つの人工池でのみ繁殖

しているが，1987年以降は目撃されていない。

本種も平地の挺水植物が多い池沼に生息する。また，ぺニイト トンボの産地にはキイトトンボも混生

することが多い。しかし，キイトトンボの産地に必ずしも本種が生息するとはいえないという。国内で

は宮城県から九州まで分布しているが，産地はかなり局地的である（浜田 ・井上，1985）。

頼先生からの私信では， 1982年にはキイトトンボ，べニイトトンボとも記録されず，これらの減少が

すでにこのころから生じていたとも考えられる。

これらのイ トト ンボと同様に，かつては多く生息していたものの，最近激減したトンボにMnais

ρntinosa Selys カワトンボ（本園に生息するのはおそらく MρruinosaρrninosaSelys ニシカワトン

ボと考えられる）がいる。カワトンボは都区内では本園以外に生息していない（頼，1978）と考えられ

ている貴重なトンボであるが，本種も1988年の目撃記録はない。

Cercion sieboldii Selys オオイトトンボ（蛸蛤目 イトトンボ科）

1988.7.28 水生植物教材園で目撃。

本種も平地の挺水植物の多い池沼に生息する。日本の特産種で，日本に広く分布するが，東北地方以

北および九州南部では産地が比較的局地的であり，また東海地方でも少ないという（石田他，1988）。

Epoρhthalmia elegans Brauer オオヤマトンボ（購蛤目 ヤマトンボ科）

1987.6.26 サンショウウオの沢の湿地で目撃。本種は北海道から南西諸島まで広く分布し，平地や丘

陵地の池沼や湖に生息する（浜田・井上，1985）。オオヤマトンボは，日本に産するトンボ上科に属する

トンボではもっとも大型である。

Cηφtotympana facialis facialis Walker クマゼミ（半麹目 セミ科） 1986.8.29，同9.4,1987.8.13, 

同8.24（矢野亮氏）

1986年は食草園で，1987年は正門付近で鳴いている声を聞く。鳴く時刻は午前中に限られるという（宮

武，1977）。分布は本州（東京以西） ・四国 ・九州などであり，東京での発生記録は代々木公園で1979年

から確認されている（橋本，1980,1982, 1986）。本園での発生は確認されておらず，おそらく神奈川県

以西か千葉県南部で発生した個体が飛朔してきたものであろう。本種の鳴き声は毎年 1～ 2回聞かれる。

Parachauliodes japonicus MacLachlan ヤマトクロスジへビトンボ（脈麹目 へビトンボ科）

1988.5.19 （矢野亮氏）

建物跡地で成虫を捕獲。幼虫は水生で，圏内を流れる水路に生息しているものと考えられる。分布は

本州、｜ ・四国 ・九州などで，成虫は 5月下旬～ 7月に出現する。
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Papilio helenus Linn吾モンキアゲハ（鱗麹目 アゲハチョウ科） 1984.8.26, 1986.9.1 （矢野亮氏），

1988.9.7 

本種は毎年数回，晩夏～初秋に目撃される。 1988.9.7の記録では食草園のカラスザンショウに産卵し，

飛び去っていった。卵あるいは幼虫のその後のようすは不明。

本種の分布の北限は日本海側が秋田県男鹿市，太平洋側が宮城県金華山で，食餌植物であるカラスザ

ンショウの分布の北限にほぼ一致するが，発生地はもう少し南になる。そして，本州から沖縄まで，野

外で食樹としてもっとも利用されているのがカラスザンショウである（福田他， 1982）。

Anthocharis scolymus Butler ツマキチョウ（鱗麹目 シロチョウ科）1984.5.10（矢野亮氏），同 5.11,

1987.4.5，同 4.8，同 4.15, 1988.4.12，同 4.15

本種は一度絶滅したと考えられていたものが再び発生したもので，前報（久居， 1987）ではその初見

を1986.4.24と記録したが，これは誤りで，上記のように1984.5.10を初見と訂正する。

本種も1984年以降，毎年春出現し，園内で繁殖しているものと考えられる。圏内では食草菌や建物跡

地の草原で多く目撃されるが，このほか水鳥の沼や水生植物教材園で目撃された例もある。食餌植物は

食草園や建物跡地に生育するハナダイコンと考えられる。水鳥の沼や水生植物教材園を飛期していた個

体は，近くの教研跡地（旧国立教育研究所）にやはりハナダイコンが生育するので，ここで発生した個

体の可能性もある。圏内での食餌植物にはタネツケパナやイヌガラシなどがあげられるが，本種はハナ

ダイコンに依存している部分が多いと考えられる。

福田(1988）によれば，東京都世田谷区でも1970年ごろまで比較的多く見られたが，その後1977～1980

年には全く目撃されなくなったものの， 1985年に突然発生し，それ以降毎年繁殖をくり返している。そ

して，食餌植物はハナダイコンのほかセイヨウカラシナ・コマツナ・キャベツであるという。

Narathura japonica Murray ムラサキシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） 1984.12.2 （矢野亮氏），

1988.10.19，同10.26

1988年の記録はいずれも教研跡地からのもので， 2固ともセイタカアワダチソウで吸蜜していた個体

を目撃。 10月26日に記録のため捕獲。

本種は本州以南の常緑広葉樹林に広く分布するが，近年発生が減少しているシジミチョウの一種であ

る。世田谷区でも稀に見られたが， 1970年ごろから全く記録きれなくなった。しかし， 1985年の夏から

再び採集記録が報告されはじめた（福田， 1988）。

本種は関東地方の山地では 6月中句～7月， 8～10月の 2回発生し， 10月ごろ羽化した個体が成虫で

越冬する。越冬に入る前に山地から移動し，草地や耕作地に出現してサザンカやビワ・セイタカアワダ

チソウなどに訪花することが知られている（福田他， 1984a)

圏内でムラサキシジミが見られるのはほとんど秋～初冬に限られるので，おそらく越冬地として本園

を利用する個体が目撃されるのであろう。

Antigius attilia Bremer ミズイロオナガシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） 1984.6.12 （矢野亮氏），

同6.14，同 6.17，同 8.25, 1985.6.16 

本種は食草園の周辺でよく見られる。一時ほとんど目撃されなかったが，最近は比較的よく見られる。

福田ら (1984a）によれば，本種は北海道～九州、｜に分布し，平地の雑木林はもとより“人工的な二次林や

都市地域内に取り残された小規模な雑木林にも生息する”という。ミズイロオナガシジミにとって本園

はまさにこのような環境であり，ここで発生をくり返しているゼフィルスの貴重な一種といえる。本園
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での食餌植物は主としてコナラであろう。

Rapala arata Bremer トラフシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） 1984.6.28, 1985.6.16 （矢野亮氏）

1984年は水生植物教材園のイヌヌマトラノオで吸蜜している新鮮な個体を目撃。

本種は北海道～九州、｜に広く分布し，成虫はふつう 4月中旬～5月下旬，6月中旬～8月の年2回出現

する。

幼虫はかなり広食性で，記録されている植物は科名であげると，マメ科 ・ユキノシタ科 ・パラ科 ・ツ

ツジ科 ・ハイノキ科 ・クロウメモドキ科 ・プナ科 ・ミズキ科 ・リョウプ科 ・トチノキ科 ・ミツバウツギ

科となっている（福田他， 1984a）。これらのうちマメ科のフジ ・クズ ・クララなどで幼虫がよく成育す

ることが知られているから，本園にもふつうに生育するこれらの植物で繁殖している可能性も十分にあ

る。

Curetis acuta Moore ウラギンシジミ（鱗麹目 シジミチョウ科） 1986.10.9, 1988.9.2，同10.26

本種は食草園 ・水生植物教材園 ・教研跡地など圏内各所で目撃される。記録そのものは少ないが毎年

秋には必ず目撃される。

本種は年2～3回発生し，成虫で越冬する。越冬場所はシラカシ ・ヒサカキ ・ツバキ ・スダジイ ・ク

スノキなどの常緑広葉樹の葉裏が多い（福田他，1984a）。幼虫の食餌植物はマメ科のフジ ・ジャケツイ

バラ ・クララ ・クズなどであり，食草と越冬場所から考えると本園で繁殖できる条件は十分にある。し

かし，圏内では秋以外の目撃が皆無に近いこと，越冬のために移動する個体がいるら しいこと（福田他，

1984a）などから，圏内での発生の可能性も否定できないが，むしろ，周辺地域で発生した個体が越冬の

ため移動してきた可能性の方が大きいと考えられる。

なお，福田 (1988）によれば，本種は世田谷区では昭和初期には稀で，昭和40年代後半になってから

個体数が多くなったという。本園では1952年発行の動物目録（文部省国立自然教育園，1952）にすでに

本種が登載されているので，かなり以前から目撃されていたことになる。

Libythea celtis Fuessly テングチョウ（鱗麹目 テングチョウ科） 1985.4.3，同4.14，同4.26，同

6.16 （矢野亮氏），1986.3.26, 1987.5.30 

本種は毎年春～初夏に圏内の路上で目撃される。

本種は北海道～九州・南西諸島など広く分布し，年 1回発生し，成虫で越冬する。食餌植物はエノキ・

エゾエノキで，圏内にふつうに生育するエノキで発生をくり返していると考えられる。

Parantica sita Kollar アサギマグラ（鱗麹目 マグラチョウ科） 1986.8.23, 1987.9.24, 1988.11.13 

（以上矢野亮氏），1986.8.24，同9.10，同10.4,1988.5.31 

本種も毎年数個体目撃されるチョウである。圏内では路傍 ・建物跡地などでゆるやかに飛矧する個体

を目撃する。 1988年の記録は，武蔵野植物教材園のウツギで吸蜜していたまだかなり新鮮な個体である。

本種も北海道～沖縄県まで広く分布するが，幼虫が越冬できる北限は関東地方である。食餌植物はガ

ガイモ科のキジョランなどであり，同科に属する植物としては本園には，イケマ ・コパノカモメヅlレが

わずかに生育することが知られているにすぎなし3。これらのうち，コパノカモメヅルが食草として利用

された記録も散見する（福田他，1982）が，本園では，食尊として利用できるほど生育しているとは考

えられない。したがって，本種の移動範囲が大きいことが最近明らかになりつつあるので，本種も周辺

地域で発生し，移動してきた個体が目撃されると考えられる。

Argynnisρaphia Linn邑 ミドリヒョウモン（鱗麹目 タテノ、チョウ科） 1984.9.15 ( 2個体），同9.20,
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同9.26,1987.9.18 （矢野亮氏， 2個体），同 9.22,1988.6.28 ( 3個体）

本種も食草園 ・建物跡地 ・水生植物教材園などで毎年よく目撃される。本種は秋に都市部に飛来して

くるので，山地からの移動個体とも考えられる（福田他，1983，福田，1988）。本園での目撃記録も例年

9月に集中しており，移動個体とも考えられる。しかし， 1988年には夏（6.28）に新鮮な個体が3個体

同時に水生植物教材園のイヌヌマトラノオで吸蜜しているのが観察された。幼虫の食餌植物はスミレ類

で，特にタチツボスミレを好むことが知られている。したがって本園に多く生育しているタチツボスミ

レを食草にして繁殖している可能性も十分にある。

Cynthia cardui Linne ヒメアカタテハ（鱗麹目 タテノ、チョウ科） 1984.6.24，同6.28

記録されているものは少ないが，本種も毎年目撃されるチョウの一種である。夏は水生植物教材園の

イヌヌマトラノオで吸蜜している姿をよく見かける。また， 10～11月ごろは路傍のタイアザミに飛来す

る。

本種は汎世界的なチョウとして知られ，移住性も大きい。圏内では北海道～九州および離島や南西諸

島に広く分布する。

“本種には決まった越冬態がなく ，それぞれの地域にもっとも適した発育段階で越冬していると思わ

れる”（福田他， 1983）とされ，関東平野の南部では非休眠の若齢幼虫が，食餌植物であるハハコグサや

ヨモギなどを摂食しながらゆっくりと成長し，翌春羽化する（松井・松井，1981,1982）。また松井・松

井（1983）は幼虫越冬可能地域を， l月の平均気温が3℃のラインと推定している。もしこの推定が正

しければ，本闘の 1月の平均は1973年と1974年の場合，それぞれ4.8'C,3.6℃である（国立科学博物館

附属自然教育園， 1984b）から，温度的にも，あるいは食餌植物の冬季の生育状況からも，本園における

幼虫越冬の可能性もある。

Daimio tethys Men吾tries ダイミョウセセリ（鱗麹目 セセリチョウ科） 1984.6.6, 1986.5.11，同

5.15，同 5.22，同 6.5，同7.29，同9.10

本園では路傍植物教材園や建物跡地などで毎年目撃される。1986.6.5の記録は水生植物教材園そばの

イボタノキで吸蜜している個体を目撃。食餌植物はヤマノイモやオニドコロなどである。本国でも菌路

の路傍や食草園に生育するこれらの植物に特徴ある幼虫の巣が観察されており，圏内で発生をくり返し

ていることが確認されている。

Nicropho問 SconcoloγKraatz クロシデムシ（鞘麹目 シデムシ科） 1987.8.28 （矢野亮氏）

本種は， 1987.8.28～29に本闘で案内・指導した高校生の特別団体（東京生物クラブ）を対象に実施し

たベート ・トラップ調査の際に 1個体のみ捕獲されたものである。

本種は1952年の動物目録（前掲）に記録されているものの，その後10数年以上もの間べート ・トラッ

プで捕獲されず，絶滅したと考え られていたシデムシである。 本園にはご くふつうに生息するオオヒラ

タシデムシ ・コクロシデムシを加えて現在3種のシデムシ類の生息が確認されたことになる。

Paralichasρectinatus Kiesenwetter ヒゲナガハナノミ （鞘沼田 ナガハナノミ科） 1988.5.19 （原

正樹氏），同 5.26（林禎久氏）

本種はいずれも圏内の昆虫調査のおりに目撃 ・採集されたものである。 5.19はイモリの池で， 5.26は

サンショウウオの沢で記録されたものである。特にサンショウウオの沢の記録は，一度に20個体以上も

目撃され，しかも，本園での新産地である。それまでの記録はイモリの池でのみ知られている。

本種を含むナガハナノミ類の幼虫は，その文部分が水生で， 山地清流の瀬や落葉の推積したところに
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多く生息するという（佐藤，1985）。したがって，本園ではイモリの池よりも，水質のよいサンショウウ

オの沢の方が幼虫の生息地として適当と考えられる。しかし，この流れも含めて，本園での幼虫はまだ

未記録である。

(2）その他

Gekko japonicus Dum吾rilet Bibron ニホンヤモリ（トカゲ目 ヤモリ科） 1987.8.27 

管理棟内の車庫のコンクリ ート壁面についている幼体を目撃。

Elaphe quadrivirgata Boie シマヘピ（トカゲ目 ナミへピ科） 1988.7.1 

水生植物教材圏一帯を行動域にもつ個体を目撃。

本種は特に稀種というわけではないが，本園ではE. climacophora Boie アオダイショウとPhabdo・

phis tigηnus Boie ヤマカガシにくらべ個体数がかなり少ない。

本種は日本の固有種で，北海道～九州に分布し，平地にも山地にもふつうに生息する。おもな食物は

両生類と艇虫類である。なお，本国では，以前アオダイショウが多く ，ヤマカガシが少なかった。しか

し，この数年で逆転し，ヤマカガシの方が多くなった。この理由は明らかではないが，おもな食物はア

オダイショウが鳥類と晴乳類であるのに対して，ヤマカガシはカエルと小魚類であり（千石， 1979），こ

の食性のちがいによる圏内での餌動物の得やすきに関係しているのかもしれない。

Podicψs ruficollisρoggei Reichenow カイツプリ（カイツプリ目 カイツプリ科） 1988.7.22～1988.

9.2 

本種は水生植物教材園で繁殖。

Butorides striatus amurensis Schrenck ササゴイ（コウノトリ目 サギ科） 1987.9.7, 1988.7.15 （し3

ずれも守田洋氏）

水鳥の沼の奥にいる個体を目撃。

Sterna albifrons sinensis Gmelin コアジサシ（チドリ目 カモメ科） 1986. 6 .18 （守田洋氏）

水生植物教材園で目撃。

Cuculus saturatus ho符;fieldiMoore ツツドリ（ホト トギス自 ホトトギス科） 1988.5.12 （矢野亮

氏）

水生植物教材園付近で鳴き声を聞く。

c.ρoliocephalusρoliocephalus Latham ホトトギス（ホトトギス目 ホトトギス科） 1985. 5. 22, 

1986.5.13，同 5.23, 1988.5.25 

館跡，三叉路などでいずれも鳴き声を聞く。

Ninox scutulata jaρonica Temminck et Schlegel アオノTズク（フクロウ目 フクロウ手ヰ） 1988.9.9 

（千羽 ・矢野 ・菅原各氏 ・筆者）

自然観察会「鳴く虫」の下調査のおり鳴き声を聞く。

Dendrocopos kizuki seebohmi Hargitt コゲラ（キツツキ目 キツツキ科） 1988.3.15，同 7.28（守

田洋氏とともに）

ひょうたん池そばの園路，武蔵野植物教材園で姿と鳴き声を確認。

D. major hondoensis Kuroda アカゲラ（キツツキ目 キツツキ手4) 1986.10.28～1987.2月（守田

洋氏）
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森の小道の奥で見つけ，その後翌年2月まで観察されたという。

前報（久居， 1987）の追録中のオオアカゲラは，目撃時期および場所から考えて本個体の可能性がき

わめて高しこのオオアカゲラの目撃記録は再検討を要する。

Alcedo atthis bengalensis Gmelin カワセミ（プツポウソウ目 カワセミ科） 1987.9.20 （守田洋氏），

1988.4.9～8.23，同11.11

本種は1988年に建物跡地に掘られた穴の横壁で2回繁殖した。また， 11.11には水生植物教材園に飛来

しているのを目撃。

Ficedula mugimaki Temminck ムギマキ（スズメ目 ヒタキ科） 1987.10.25 （坂本直樹氏）

森の小道の奥で目撃。

Carduelis spin附 Linn邑マヒワ（スズメ目 アトリ科） 1987.4.23 （守田洋氏）

水生植物教材園の東側の岸辺の林縁で当日のみ目撃。
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図2 キンイロエビグモ

図 3 捕獲されたミシシッピーアカミミガメ

A61r .~1~－占

図 4. 食草園で産卵中のミシシッピーアカミミガメ
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「動植物目録」の正誤および訂正について

本園で1984年に発行した「国立科学博物館附属自然教育園動植物目録」中の訂正は，発行前に明らか

となった箇所については正誤表にまとめ目録に添付して配布した。しかし，その後動物目録中に新たな

訂正箇所が見つかった。それらについてここにまとめて訂正する。なお，これら以外にもまだ多くの訂

正箇所があると思われるので，お気づきの点をご教示いただければ幸いである。（久居宣夫）

正誤表

頁 行 誤 り 訂 正

52 上10 BIVALIA BIVALVIA 

57 下 4 CRUSTACEAE CRUSTACEA 

58 上 6 f esogammarus sp. ヨコエビ科 fesogami仰 rusゆinopalpus

の一種 MORINO アゴトゲヨコエビ

本種は森野浩氏（1985）によって新種の記載がされたものである・

60 I上11I Anopsobius jaρonicus MuRA・ この種は トゲイシムカデ科に入

KAWA メクライシムカデ れる

60 下12 Berberentulus morikawai Bacule叫：ulusmoγikawai 

111 上 4 Chinemys reevesi Chinemys reevesij_ 

13 上 3 RALLIDAEクイナ科の上に GRUIFORMESツル目 を入れる

113 上11 Sterna albijron sinensis j Sterna a附 0畦 sinensis

動植物目録に添付の正誤表中 2頁目の下から 5行目のARACHINIDAをARACHNIDAと訂正する。

• Morino, H. 1985. Revisional studies on fesogammarus-Annanogammarus group (Amphipoda:Gam-

maroidea) with descriptions of four new species from Japan. Puhl. Itako Hydrobiol. Stn., 2 (1) 

9 55. 


